
（特非）　若桜・こらぼ企画

縁パワーしまね

若桜町における実践型自然エネルギー学校
（小水力発電）の開催

未来対話－大学生・若者と作る「2050年に
向けた山陰エネルギーシナリオ」

自然エネルギー学校
実践編受講者 14 人

完成した発電設備 1 基

今年度計画の達成度 95 ％

目標達成度 85 ％

実　践
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2年目

知識の提供・普及啓発
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2年目

活動地域

活動地域

活動内容と成果
鳥取県若桜町において地域住民を対象とし、小水力
発電導入手法を学ぶ「自然エネルギー学校」を開催し
た。座学・見学だけに留まらず、実際に現場で小水力
発電導入（調査→設計→設備設置）を実践すること
で、より実際に即した実践経験を持つ小水力発電開
発の担い手の育成を目指している。今年度は実践編
を開講し、昨年の基礎編で学んだことを基に、測量、
取水枡の設計や資材調達から、水路の土木工事、水
車・発電機の設置と電気工事など、すべて自分たち
で作業をして発電設備を完成させた。小水力発電の
開発ノウハウを得ることができた。

活動内容と成果
今年度は、昨年度開催を見送ったシンポジウムを、オ
ンラインでのイベントに企画変更して開催した。気
候変動の現状や世界の動き、海外のエネルギー事業
の事例、建築物の省エネ化、電気自動車（EV）の動向
など7回にわたり学び、山陰地域での住宅や学校の断
熱化やEVの普及のための今後の活動について参加
者とともに検討した。
また、自然エネルギーに取り組みたい地域へのサ
ポート活動を実施し、小規模な小水力発電設備の設
置やそれをいかした地域づくりについて協議した。

課　題
若桜町は県内有数の水資源やバイオマス資源を有し
ているものの、地域主体の自然エネルギー利活用が
進んでおらず、小水力発電の事業化が課題である。

目　標
受講者が小水力発電開発の担い手として、資源発掘、
調査、事業計画策定や地域での主体形成へのコー
ディネートや、自らも事業主体者となり、事業を実施
することを目指す。

課　題
山陰地域では、地域主体によるエネルギー事業の創
出やエネルギーシフトへの機運が低調である。気候
変動やエネルギー問題について自分事とし、活動を
始める人を増やしたい。

目　標
自然エネルギーの利用など先進的に取り組む地域や人を増
やすこと、そのための働きかけ活動をする人を増やすこと、
地域の将来を考える若者がその活動を担うことを目指す。
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鳥取県八頭郡若桜町若桜416-1
E-mail：wakasa.korabokikaku@gmail.com

島根県大田市
E-mail：office@empower.shimane.org

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルスでスケジュール
が変更になった。雪のシーズンの前
に設置作業を終了させることが必要
だったが、なんとか間に合った。

■工夫した点
修理が必要になった場合、人任せに
せず自分たちで対処できるように、
資材調達もすべて自分たちの手で
行っている。

■苦労した点
地域の自然エネルギー資源調査など
は屋外の活動ではあるものの、感染
対策のため参加者を絞らざるを得
ず、やや広がりに欠けた。

■工夫した点
オンラインの操作に慣れない人のイ
ベントへの参加が難しくなることか
ら、ごく少人数で集まって参加する
ための会場も用意した。

完成した発電設備を利用し、町内住民への自然エネルギーに関する勉強会や、子ど
も向けの環境教育プログラムを検討・実施する。また、本格的な発電所建設の検討
もしていく。

次年度は、断熱改修プロジェクトを検討しており、学校や住宅でのワークショップ
を実施予定である。また、今年度完成した小水力発電設備を活用し、環境教育や同
様の設備を増やしていくための取組みを実施する。

今後の
展望

今後の
展望

発電機設置作業の様子発電機設置作業の様子

今年はイベントをすべてオンラインで開催今年はイベントをすべてオンラインで開催

発電した電気を使ったイルミネー発電した電気を使ったイルミネー
ションション

地域住民主体の小水力発電事業を地域住民主体の小水力発電事業を
サポートサポート

オンラインフォーラム
講座開催数 7 回
オンラインフォーラム
延べ参加者 278 人

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 70 ％

 鳥取県若桜町

 島根県大田市


